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15 V 16世紀め工業発藤上め経済•社会間題

—— 西独 • .社会経済史学会報告 I  —

• 寺 尾  誠

ま え が き
■ .... ■. . . ■；

. ■ ■ . ■ . . . ■ ■ ■ . ■ .
. ■ • .  ̂ - ■ ... . ■ . . . . .

196 6年 3 月 7 日から9 日迄西独フランケン地方の麼史的司教都者ヴュルツブルクで開かれた社

会経済史学会の第2 回研究会は， 「15 . 1 6 世紀及び1 9世紀における工業発展上の経済• 社会問題」
• : '.■レ. . . パ ' , . . .  ；. へ . . . ‘ . -

とぃう共通論題を掲げ， 8 つの報告と討論を行った。 周知のように，第 1 回の研究会は. 「1 8世紀 

より I 9 世紀への変り目前後のドィツ及びオマストリアの経済状態」とぃう共通論題の下に1963年
* 广 ⑴ .  .

3 月にマィ•ンツで開かれ，その成果が既に公表されてぃる。第 2 回研究会の成果も同様に昨年公刊 
(2)

された。
. . . .  ... .. ■ ; : . . ぃ

本稿では， 第 2 回研究会で行われた諸報告のうち前半の分，既ち 15 • 1 6世紀の工業史の発達に 

関して紹介をしたぃ。なお筆者は当時ゲッティンゲン大学経済社会史研究所に留学中で幸いにもこ 

の学会及び引続き關かれた農民• 農業史学会にも参加することが出来% , この二つの学会のうち前

者はミュンヘン大学教授のフリードリヒ • リュトゲ，後 者 はシュ 'トゥツトガルト•ホーエンハイム専
. . .  ' . '  . . . .

科大学.の教授ギュンター* フランツの両氏が中心となって組織されたものである。このうちリュト 

ゲ成の方は，本号で追悼記念を行おうとしてぃる宇尾野久教授が長年文通で交友関係にあった方 

で，この学会の席上で_ 者と挨拶された際にも学尾野教授の名前を出しておられたことを記憶して 

ぃる。なおそのリュ トゲ教授の下へ_ 尾野教授が留学され，不帰の客となられ,リュ トゲ氏自身も 

相前後してこの世食去られたことは感慨無量である。 なおリュ 卜ゲ教授は，この研觉会当時重病が 

ら恢復された直後であったにも拘らず，会長としての挨拶や司会をされてC、たことを想起する， リ

ュトゲ， フランツ両氏の他この研究会参加者の中には . ヴィルヘルム . • ア一べル ( ゲツティシゲン)，
   ——■. . ._ ^ ^ —— —  ■ .

注（1 〉. Die wirtschaftliche Situation in Deutschland und Osterreich um die Wende vom,18< zum 19. Jahrhundert, 
. hrsg. von Friedrich Lutgo, Forschxmgen zur Sozial -und Wirtsehaftsgeschiehte, Bd. 6,1964. 

( 2 )  Wirtschaftliche und 舰 iale Probleme der gewerblichen Entwicklung im 15.-16. und 19； Jahrhunderfc, 
hrsg. von F. Lutge, rorachungen zur Sozial-*und Wirtschaftsg6sehichte, B d . 1 0 ,1 m   ̂

( 3 〉 Die 2. WissenschaftHche Tagung der Gesellschaft fur Geschichte des Landvolks und der L^ndwirtschaft 
.しのチ会では，H. H. Hofmann, G‘. Heitz, I, Bog, o. A, Faber, W. A. iBoelcke,. R.'Schiilz-Kiink^n..の諸氏め 

報告があったが* 特に策独白ストックから# 加したG. f e i tz教接cb報告に细心が集中したレ:

108(1162)

15 • 16世紀の工業発展上の経済•社会問題
. — ; ；~~ 1

ヘ ル マ ン * オ— バ ン 教 授 （フライブルク• イン ‘ ブライスガウ）やヘクト一ル • ア ム マソ趣 授 （ザール

： f4) . . , .
ブルュッケン）等西 ドイツの経済史学の長老方がみられた。当時 7 2 歳のアムマン氏め如きは肉ら圄 

頭の研究発表を行ったのであり，その学問的组齒力め持続性には深い敬意を捧げたいいそれにつけ 

ても字尾野教授が西ドイツのこうした学問的伝統にふれ，年来の希望を満たI ；つつあったまさにそ 

の時期に現地で亡くなられたととは，返す返すも残念であり，その冥福を街るや切である。

さてこの研究会9 席上 I 5 • I 6 世紀の工業史に関しては合計次の5 つの報告がなされたが，最後 

のマシュケ教授のものは1 9世紀との比較であるので，次稿に譲り， 残りの 4 づの報告をここでは 

紹介したい。 ‘ •
' (5)

1 . ヘクト一ル • アム’マン，「中世後期におけるニュルンベルクめ工業力」
. •

2 . モルンスト • ピッツ，「ハンザ • 北ドイツの史料に拠る1 5 . 1 6世紀エ_ 発展上の経济•社会

間題」 . '

：3 ‘ インゴマール * ボーク， 「南ドイツ経済め成長問題」， 1540— 16 1 8 ^ 7」

4 . J  : A  • フアv  • ホウテ，.「中世後期と近世のフラントV レエ業史における都市と農(ふ」 ’
- (9)) •

5 . ェ ー リ ヒ . マシュケ，「中世後期と1870年以前の1 9世紀におけるドイツ• カルテル」

■ ¥

1 . H  • ア ム マ ン 「中 世 後 期 に お け る ニ ュ ル ン ベ ル ク の 工 業 : ^
: . . '  ' . J ： . ：.
' . . . . , .

最初にアムマソは,鉱山業を除けば中世の手工業経営が経營規模の点で近代の工場とは比べもの

にならぬことを認める。だ が ツ ン ブ ト （同業組合）又は都市の経済政策によってまとまっていた相

当数の手;j：業の小経営や極小経営は，都市やその周辺の市場領域のみからず, その地方全休，諸地

方さらに西欧経済の全領域のための生産能力を持ったし,事実その生産は遠隔地市場に無条件に依

存していたのである。こうして或る地方にかなりの労働力が集中した例と七てガン，イープル，ブ

注（4 )  3 教授とも，それぞれ，印歳， 8 0歳, 7 0歳の記念論文集が,既に公刊されている。 Landwirlschaft und
landliche Gesellschaft in Geschichte und Gegenwart, Festschrift Wilhelm Abel, hrsg, von 1L-G. Schlotter, 
Shriftenreihe fiir landliche Sozialfragen, Heft 44 ,1964; Festschrift Hermann Aubin zum 80. Geburtstag, 
2 Bde； 1960； Beitrage zur Wirtschafts- und Stadtgeschichte, Festschrift fiir Hektor Ammann, 1965. なお 

リュトゲ教授にも，„Wirtschaft, Geschichte und Wirtschaftsgeschichte,,( Festschrift zum 65, Gcburtstag von 
FivLUtge. 1966がある。

( 5 )  H / Ammann, Niirnbergs industrielle Leistuhg im Spatmittelalter*
( 6 )  Ernst Pitz, Wirtschaftliche und soziale Probleme der gewerblichen Entwicklung in 15./16r- Jahrhundert 

nach hansisch-niederdeutschen Quellert.
( 7 )  Ingomar Bô r, Wacbstumprobleme der oberdeutschen Wirtschaft,

( 8 )  J. A. van Houtte, Stadt und Land in der Geschichte dos flandrischen Gewerbcs im Spiitmittelalter und 
in der Neuzoit. ，

( 9 )  Erich Maschko, Deutsche Kartelle im spateh Mittelaltor und 19, Jahrhundcrt vor 1870.

( 1 0 ) この報告の仕上がII. A m m an nめ最後'の努作となった6 なお苘氏のDie Wirtsc丨mftsslclhmg N um bers  
im bpStnrtittelaUerと題する研究がI968年に N.iirれb q rgで公刊されたはずである…
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ル一ジュを中心とするフランドルの繊維工業地带が举げられる。そこでは都市の全生活が一つのエ 

業によって支配され，「真の織維都市」がうまれた。同様に「金厲工業の都市」 と か 「醸造屋の都 

市」 も存在したわけである。 ，

ところで，このような工業地帯や工業都市においては原料供給，. 販路の確保，競争という絶えざ 

る革新への強制，労働力の求人, 職人と親方の間や生活質素の手工業親方と生活豊かな商人‘ 業 

家の間の社会的対立のような面で，今日の工業と同じ経済問題を抱えていた。景気の急落と破滅的 

恐慌といった而でも今日と共通しており，従って我々は中世の工業 inittelalterliche I n d u s t r i e に 

ついて語りうるのである。

ところで中世のニュルンベルクは商人と金厲手工業者の活躍で有名であった。その商人達は南ド 

イツ’の商人達の中でも最も広範な交易圏を築き上げたし，その金属手工業者達は各種の金物類やエ 

芸品，武器等の製造で有名を馳せていた。

この内，後者つまり金属工業を中心とするニ ュルンベルクの手工業につい て観察したい。 先ず 

自然の条件について。ニュルンベルクの周辺は大森林や平均的生產能力の農地にはあまり恵まれて 

いないが，陸路は四方に伸びている。決定的に蜇要なのは，あまり遠ぐない地点に鉱山地帯がある 

ことである。市の東方のフランケンのュラとフイヒテル山脈では，鉄，錫その他の金属鉱石が採掘 

されたし，内ボへミ.ヤの銅及び銀鉱山に通ずる道もあった.。. これらにより，ニュルンベルク工業の 

基盤が与えられたのである。

この帝国都市の代表的な経済活動の起源について。

座寒の方は，12世紀に始まり，13世紀に 一•渉一'歩と伸張し， 14世紀のパイ;x•ルン公齒の関税免 

餘の時代に著しく発達した0 アムマンの見解による,と ,既 に 1250年以前にニュルンベルク商業の 

本質的な形が整い，その後の2 世紀で発展したという。

玉塞の起源の方が追跡し難い。豊富な史料は14世紀以降のものであるが， 13世紀にも金属工業 

が或る程度の発達が認められる。 14世紀以降の史料とは，市の土地台帳， 市民登録簿， 徴税簿， 

それに親方登録簿である。これらに拠ってニュルンベルクの手工業の起源を知ることは出来ないが， 

14世紀半のニュルンベルクには，非常に数多くの，皮く組織され，広範に専門化した手工業が突然 

現われることとなる。 しかしそこから逆にかなりその前，少なくとも13世紀初頭からの発展が想定 

される。

ところでこのニュルンベルクの都市当局の性格はどのようなもので屯ハたか ?

ニュルンベルクは，手工業者のツンフトが都市権力を握っていた所謂ツンフト都市ではなかった。 

ここでは少数の富裕な商人が都市貴族として都市権力を畏らく把握レていた。彼らは富の一部を土 

地所有に投下したにも拘らず,侬然として遠隔地商人として経済活動に従琪していた。従っで，手 

工業者のツ ン フトは政治的影響や経済政策の決矩には直接関っていなかったことになる。だが， ニ
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ュルンベルクの商人的都市貴族は，商人の利益に偏した一面的経済政策を取らず，むしろ健全か书 

工業の発達を死活の問題として理解していだのである。しかもその都市当局は，中世的な手工業者 

組織の排他的な商己保存傾向に対してむしろ酉由主義的な手工業政策をもって臨んだ。だからニュ 

ルンベルクには大規模の手工業者ツンフトと並び，特殊な手工業がルーズな形で結集している数多 

.ぐの小ギルドKleine “Handwerke” が存在していたし，この他, 新たな集団形成も可能だったし」. 

「自由な；芸業」や数多くの組織化されぬ職業部門もあったのである。 従ってニュルンベルクの:d 

業はツンフ卜制度の下に固定化してしまったものではなく，限界もはっきりせず可能性も多い多様 

な姿をとっていた。 ‘ .

そして先にものべたような商人的都市貴族を始め，商人達が，手工業問題を商業にとって死活の 

問題とするという背景があったわけである。但し逆に都市当局が積極的な手工業政策をとったとい 

う面もある。例えば市当局は，当時の南ドィツの間で絶対の習慣であった手工業職人達の遍歴を禁 

止し，「閉鎖的なギルドj  die „geschlossene H a n d w e rk e "を市内部につくり出した。職人はあくま 

で都市内部から補充され，他所者の徒弟の教育も禁じられた。ニュルンベルクで発達した高水準の 

技術の独占がその狙いであった。これは併し逆に新しい工業部門の熱心な育成ともなり，バルケン 

ト織布業がその一例であった。

さて14世紀半ばのニュルンベルク工業の実態は如何„

1363年に組織化された手工業は，5 0ボルド，その親方数は1200, 1621年には100のギルド，その 

親方数は3, 印0 人であった。I 363年の親方登録簿によると，親方総数の音強（400人以上）は， パン 

屋，肉屋> 仕立屋，靴屋，建築業の親方であった。金属手工業者が同じくらいの勢力で, ついで皮 

革エが約2 0 0人，繊維工業が6 0人それに漁師，綱作り人，車大工，桶屋が続く。 1370年め第二赉 

目の名簿には新しい部門が付け加えられていた。

さてこのうち何といっても第一級の重要性は金属工業，つ I 、で繊維工業に与えられるので,この 

ニつの工業についてみる e .

まず金属エ寒。 先にのベたようにボへミャに到る市の東方の鉱石資源，特に鉄鉱石が， ニ ュ 

ルンヘルク鉄工業の主喪な蓮礎となり，この他の金厲原料やf 製品がニュルンベルクでさらに加エ： 

された。ニュルンペルクの商人や技師達は様々の地方の鉱山業に自ら参加したし，それ以上〖こ半製 

品の製造に力を注いだ。後者は上ブフ ァルツと上フランケンの河川で行われ，さらに市の周辺の鍛 

造場で完成品工業が営まれたという。 ぺ

金厲工業の製品としては，プリキや針金から非常に多様な日用品，そして武器，武具,工芸品が举 

げられる。 14世紀に既に存在したもののうち，最大の親方数を擁していたのは，小刀工業で73人 

の親方蚤擁していた。後に鎧锻冶や刀鍛冶が前面に出てくる。別の表現をとると，ニュルンベルク 

金物工業は，釘，針等の廉価の大量商AAからも.っと高級な奢侈丨估迄も製造していたのである。しか

15 • 16世紀の工業発屁上の経济•社会問題 ■
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しいつも蜇要であったのは，生活必需品であって箸侈品の方は変動が激しかった。

' さてこのような「ニュルンベルク製品j の販路はどうであったか？ これについてはヨーロッパ

中の関税定率，手工業条例や取引規定等，また聖俗の領主達や都市• ッンフト• 個人の会計簿,さ 

らに仕訳帳，商人訴訟等も参考になる。勿論ドィッ，特に'南ドイッそしてハンザ地域が一番の販路 

であったが，朿方ではハンガリーとポーラン ド，南方ではイタリー，南フランス， スペイン，西方 

ではオランダ，イ ギリスにまで及んだ。 ドイッの金厲商品が当時の地中海世界でいかに広範囲に取 

引されていたかについては，1500年頃のヴヱネッィア人パッィの証言がある。ところでこうして取 

引された商品には針金，.錫，真鍮，銅，小刀等があった。

こうしてみると，ニュルンベルクの金厲工業は商業との協調関係のうちに泶えたということが出 

来よう。 ところでこうした国際商品としての登場も， やはり 1 4世紀の半ば以降のことセあった。 

即ち 1353年にはリューベックで，1355年にはフライブルク• イン • ブライスガウ，1362年にはボ 

へミヤで， 1363年には'ンヤッフハウゼン， 1380年にはジ工ノアでニュルンベルクの金属商品の記 

載がある。

当時の生產量に関しては，一つの数字だけを示そう。 1557年刀鍛冶の親方122人は毎週90, 000 

から 100,000の刀を製造していたという。 '

次にニュルンベルク第二の迤軸産業である繊維工業について。この工業は金属土業より，やや遅 

くに始まり，1 6世紀の発達の頂点に到った。既に 1363年の親方登録簿にも，粗毛布織工の親方28 

人，染色エ親方34人とあり，アムマンは染色エの中には毛織物織工も含まれていたと推定している。 

さて粗毛布織工の方はその後15世紀にはさして重耍でなくなり， 染色エや本来の毛織物織:！:の方 

が絶えず成長し, 1 6世紀に到るのである。. しかも初期においては，.フランドルやイギリ乂の羊毛を

加工し，高価な毛織物を織ったのであるが，14世紀の後半以来，北西ヨーロッパの高価な毛織物の
. .

模倣から脱し，より廉価な量産商品である粗い（無地) 粗毛布の製造へと移行した。

かくてニュルンベルク毛織物工業は，その親方数と生産量の増大により，文字通りニュルンべル 

ク第二のs 軸産業となったのであった。

. そこでこの毛織物の販路をみると，1 4世紀の半ばにはライン沿焊やフランクフルトの大市に（無 

地）粗 布 ，即ち粗い，大変丈夫で毛布状の布が出品されていた。さらに金厲製品よりやや遅れて 

バイヱルンからドナウ河口に到 る （約 1，200軒の距離にわたる） ドナウ川沿岸地方で販売されている& 

その際西方の史料には全然現われず，北方はザクセン，シ ュ レ一ズイエ ンやズデ一テンに迄，その 

販路は及んでいる。

これらの地方のうち特に下オーストリアの朿前部，その隣のハンガリ一西部，上（西）、ンュタイエ 

ルマルクでの販路が大きかったようである。

ところでこのような販路をもつニュルンベルクの毛織物工業は，ニュルンベルクのあるフランケ
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ン地方の他の諸都市の繊維工業と1 つの娥維工業地帯を形成していたことを付け加えておこう。 t  

ず举げられるのは，ニュルンベルク市の郭外市たるヴォエルトとゴステンホーフであ h .特に前老 

は冉治制度を有する巾都市に迄発展したのである。その市民は金厲工業と共に娥維工業にも従事し 

たが，特に繊維工業；即ちニュルンベルクの製品よりさらに安い品物の製造が盛んで，遠隔地に販 

路があったという。その他アイヒシュテット， シュヴアバッハ等も挙げられる。ニ ュ ル ベ ル ク 商  

人はこうした諸都市の発展を利用し，ニュルンベルク織物工業地域の形成にづとめたのである

同様のしとは金厲工業にもいいうることである。ただ繊維工業の場合と異なり，ニュルンベルク 

め地位か庄倒的で，自立的な発展の余地が無かったことであろう。ところで上プフアルッにおける 

製鉄巣や半製品の製造業から供給された原料は，ニュルン，ベルク市の近郊乃至市内において完成品 

にされ，取引された。だから市を中心.に矢張り工業都市の带が出来,これがニュルンベルク金厲エ 

議を補: ^ しwH匕したのであっ.た。例のヴォェルトやゴステンホーフもそれら.の都市に入るがここ 

ではニュルソベルク市の政治的支配により，両市の工業はニュルンベルク市のそれに完全に融合さ 

せられていた。、ンュヴアバッハやロ一 トでは一矩の自立性は；̂在していたとはいえ，それらもやは 

り一ュルンベル.ク.市との協力を余義なくされたし，市場町のコルンブル .クや.ヴヱソデル シュタイン 

そして小都市のラウフにもそういえるのである。唯一の例外はフェルトで,ここにおいてのみニュ 

ルンベルクとの競争が可能であっす こし，17 . 1 8世紀には土ュルンベルクの化石化に対し自由な発肢 

の可能性を秘めた都市として，実際かなり重辦な経済中心地となったのである。

これらの小都市や市場町における金属工業は，ニュルンベルク同様，刀锻冶，小刀鍛冶，製針エ, 

伸 線 （針金製造）エが活躍していたし， ペーグニッッ川には水力を利用した鍛造場や研磨場， さら 

に伸線場がうまれた。

かぐしてニュルソベルク市を中心とする金属工業地帯， さらに上プフアルッの鉄工業地帯がニ； 

ルンベルクの下に一つの工業圏を形成していたことになる。

かくて金属工業と繊維工業を湛軸に，ニュルンベルク地方の経済圏が形成される。既にのベた両 

工業以外にも，市民の土地所有や市及びその周辺への人に丨集中に伴う園芸地帯の成立などによヘ プ  

この経済圈はさらに確実なものとなる。こうした経済圈こそ， ニュルンベルクの経済的重要性を尚 

めたのである。こ のうち未だ確走しえぬの は 「フランケンのュラ」とよばれる地域の役割である。

かくてニュルンベルクの持続的かつ，め ざ ましい上昇の第一の菽礎は，金属工業にあったといい 

えよう。そこにおける広範‘な専門化，技術的改皮,ざらに資本の支えや商人層の遠隔地商業による 

支 持 ， これを一言でいうと他の都市に比べ独特な工業と商業との突際的協働が注目に価いするので

奴: 沿?々 ''し'秘鄉欲職辦T煎KT媒寧;

• V f },
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2. E ピ ッ ッ 「ハ ン ザ •北ドイッの史料に抛る 

15 • 16世紀工業発展上の経済 • 社会問題」

( 11)
ピッッは > パソザ同盟研究の大家F  • レーリヒの見解の紹介で，報告を始めた。 レーリヒによる 

と，ハンザの初期，即ち 12 . 1 3 世紀は， 極めて積極的で， 経済的な冒険心に富んだ遍歴商人の時 

代，つまり商人ハンザの.時代であっ•たのに対し,商人達の定住や通信手段の発達に伴う信用取引の 

発達により，1 4 . 1 5世紀は地縁化した商人達のハンザ，つまり都市ハンザの時代であった。こうし 

た都市保護主義への移行の時代は，領邦君主の自己本位の財政政策の压力の増し加わった時代でも 

あり，15 ♦ 16世紀のハンザ諸都市は自己の负担でこの危機を切り抜けざるをえなかった。こうした• f

ことから都市財政の中での軍事費の増大は，都市貴族である商人層の丨纟丨己本位の姿勢と相まって， 

ハンザ諸都市内部に深刻な政治的騷動をまきおこした。 市税の値上に端を発した 1403年に始ま 

るリューベック市参事会と市民の抗争に典型的にみられるように，それは主に市参事の権限の制限
(14)

という政治的目的を志向した市民運動であつ た。この種の抗争は， 1445—1446年と 1487—8 9年の
(15) (16) (17)

ブラウン、ンュヴアイク市， 1483年のハムブルク市，1513—1515年のゲッティンゲン市，洱び 1598
(18) .

年リューベック市でおきている。こうしたいわゆるツンフト騒励の起った背景には，ハンザ諸都市

の市制において同業組合（ギルド）が市参_ 会に対する支配権をラィン下流地方や低地地方ほどに
(19)

得ていなかった事実が考えられる。それと同時に公式の赀族的な教会制度と，終末的な民衆の信徒

注（11) Fritz Horig, Wirtschaftskrafte im Mittelalter. (Abhandlungen zur Stadt- und Hatisegeschichte, hrsg.
von Paul Kaegbein.) 1959. f

'‘ (12) Ahasver von Brandt, Die Hanse u. die noi*dischen Machte im Mittelalter, 1962； Konrad Habler, Der 

hansisch-spanische Konfiikt von •1419 und die iilteren Bestande („Halisische Geschichtsblatter" =  HGbll., 
1894, SS. 49一93.) ; Casimir Lepszy, La Pologne et la souverainete sur la Baltique au milieu du XVI* siecle 

'("Revue. d’liist. ec. et soc." 40,1962, pp, 32—47.) ； Horst Tschentscher, Die Entstehung der hainb. Elbhoheit 

(，,Zs. d. Ver f. Hamb. Gesch.“ 43.1956, SS. 1-48.) .
(13〉 Otto Brunner, Souveriinitatsproblem und Sozialstruktur in den dt. Reichsstadten d. friihen Neuzeit, 

(..Vierteljahrschrift f. Sozial-w. Wirtschaftsgesch/' =VSWG., 50 ,1963 , SS. 329—360.)

(14) Die Chroniken der dcutsehen Stadte vom 14. bis ins 16. Jahrh., Bd. 26: Lubeck, Bd. 2,1899, SS. 381—434.
(lb) Hans Leo Reimann, Unruhe und Aufruhr im mittfelalterl. Braunschweig. (Braunschweig. Werkstiicke. 

Veroff. aus Archiv, Bibliothek u. Museum d. Stadt, 28,1962.)

(16) Helga Raape, Der■ Hamburger Aufstand im Jahre 1483 („Zs. d. Ver. f. Hamburg. Gesch", 45.1959, 
SS. 1—64,)

(17) A. Hasselblatt und G. Kaestncr, Urkunden d. Stadt Gottingen aus d. XVI Jalnh., 1881 ,S‘ 60, Nr. 87 u. 
Anm. 4. .

(18) Jurgen Asch, Rat und Blirgorschaft in Liibeck 1598—1669. (VerofT. z. Gesch. d. Hanscstadt Liibeck, 
17,1961.)

(19). Aklen z, Gesch. d. Verfassung und Vcrwaltung d； Stadt Koln i . 14. u . 15. Jahrh., bearb. v. Walther 

Stein, 2 Bde. (P u b l.d . Ges. L rhein. Geschlchtekunde,1 0 ,1 8 9 3 —1895) B d .1 , S . 187 If. ■
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破 虔 主 義 と い う 匆 拉 も ，この嵇の市民騒動に大きな影響を与え(裳。 そしてこの対立は16 

1丨上紀のルダーの宗教改本にまで到るの で あり，宗教改革も社会経済問題以上にこ うした市民制度上 

の問題と堅く結びつv、ているといえ;L そこでは市参事会によって支持されるルタ- 主義と，中ノ 

下層市民の支持する:Fi洗礼主義の対立があらわれたのであ(|丨 :

さてこ うした騒動のうちに塗塗的安里iLだ見出されえようか？ 年代記の伝承によれば，鹼動の 

者か下層民であるからといって，立ち上った者は賤民，貧民,細民だったという。だが先の騷 

動は手工業者市民の立ち上りによるものであった し, 史料的にも経麵困窮はそれほと :明 らかでは 

ない。例えばシュトラールズントに1534 年，5, 009から 28, 000マルクの大資產をもつ市民37人に 

対し，1，000—5, 000マルクの資産の市民23?人，乃一1 ,000マルクの市民907人，無資産のもの996 
，人という数字があがってぃ(窆。 '

このような数字から判ることは， 資産の分布が非常に不均等 • 不公正なことだけであって, 996 

人の無資産者の実質的な生活水準が贫困であったかど うかにづいては何も判らない。その上法的な 

U p  (例えば醸造場）を所有しても， 収益力が失われているといった逆め相殺例も存在するのであ 

る。従って，労働者，瑱力，石運び人，木挽エ, その他の日傭人夫，つまり下層民の数や経済状態 

にっ1、ては，あまりにも却!らぬことが多v、。相続台帳や徴税簿から彼等の住宅事情を調べてみるこ 

とは，そうした余丨-4を埋める試みの一つであろうが，1518年のハムブルク.の市参辦会規矩によれば .. 

地下室やぼろ屋に住む卜] 傭い人夫達は，年々 2 日分の給料を税金として納め，1550年には火器の所 

持を義務づけられていたという。 この事実から困窮を結論することは出来ない。ハムブルクの下屑 

民の相続財産を調査しf c ラインケは，結論として， 1 4世紀には日傭いですら7 0 リュ一ベック • マ 

ルノをjf?え得たほとの一般的上昇傾向か存在したとしている。そこでは無資産の者の数も少なかっ 

た し 15世紀の前半までこの傾向が続ぐところが15世紀の後半より，少数の大資產の形成，乎 

丄業者の中間層の衰退， 無資産者の増大とリ、った現象が生じてぐる。 しかし比世紀になると， ：fff 

び中間層が強化されたという。

このように手工業者の中間層を中心とする比較的に均衡のとれたハンザ諸都市の社会構造は， こ 

れらの諸都市の壬進どどう対応しているであろう か ？

注、乙0) Herbert Grundmann, Religiose Bewcgungen im Mittelaltei*. (Neudruck) 1961, S . 157 ff.
(21). W illy Andreas, Deutschland vor der Reformation, 5. Aufi. 1948, S . 151 ff.

(22) Johannes Schildhauer, Der Stralsunder Kirchensturm des Jahres 1525. (Wiss, Zs. d. Ernst-Moritz-Arndt-
Univ. Greifswald, 8.1958/59, Ges.-Sprachwiss. Reihe 1/2, 113—119,)

(23> J. Schildhauer, Soziale, polit. u. religifiso Auseinandersetzungen in den Hansestadten Stralsund, Rostock u. 
Wismar im ersten Drittel d . 16. Jh. (Abh. z. Handels-und Sozialgosch., I I , 1959.) g. 42 ff.

(24) Hamb. Bursprakon, Nr. 107, {12, 28)

(25) Ibid., Ni*. 111. (29) N r .134 (20).

(26) Heinrich Reincke, Hemburgische Vermogeji 1350-1530. Ein Versuch. In: Ders., Forachungen Skizzon z.
CJ的ch. Hamburg. (Veroff. aua d. Staatsarchiv d. Hanseatadt Hamburg, III, 1951,) SS. 2 0 1 2 2 0 .
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ハンザ諸都市の手工業は，食糧 , 衣料，迎绝,金诚等の都市及び周辺の局地市場向けのト 1常必需
(27)

品の製造と遠隔地質易のために必驳な財及びサ一ヴィスの提供を目的としたものであった。だから

遠隔地市場向けに特定の手工業がR立った発展を示すということもなかった。例えば，船荷につい

てのハソザの記録や損密についての商人の記載をみても，工業製品の名が举げられることは稀で

あり，純化され，樽に流し込まれた獣脂や桶に入れられた鰊めような加工された粗製品が多かった 
(28) '

という。そしてこれらの都市における手工業の発展は，海上交.通と遠隔地商業と密着していた。即 

ち，液体のみならず水に弱い財貨の梱包手段としての桶や樽を製造する桶屋とか，16世紀には家屋 

建築と分離して成立した船舶速造の船大工，その他ビール醸造業，パン屉，肉屋.等，船上め貯蔵食
• (29)

料のための手工業が，海上交通や遠隔地商業とその盛衰を共にしたのであった。
„ (30)

この中にあって唯一の例外は，内陸のブラウンシュヴァイク市の手工業である。この市の毛織物 

は ,14 . 1 5 世紀にフランドルやノヴゴロドに輸出されていた。 ただここでも小規模手工業という恶
1 V

本性格ば変らなかったのである。 ■

さて1 5世紀頃に都市経済が齒業及び工業活動を埤ら市段の生業として留保しようとしえたその
‘ (31)

時代に,領邦国家の形成により保護されつつ各地で農村工業が発達し始める。1 5世紀にハムブルク 

では，所定の尺度と丧い違い，都市の桶製造の手工業の利窖を侵す都市外部の桶をハムブルクへ持
(32)

ち込むことが，繰返し禁也された。またデンマ一クとの戦争のために1510年 1 月 22 .日リュ一べッ 

ダで開かれたヴニ、ノ ド地域の都市会議では，ハンザ都市に敵対する軍役を勤める手工業の職人は，
ハ3)

後にハンザ諸都市に定住しょぅとしても許可しなぃとぃ_ をした。嫌 こ の ょ ぅ な 禁 令 は ， 

それらの職人達が村々や小さな町々， とくにデンマークに定住することを結果するだけだという非 

難の声がこれに対してあがったのである。また遠隔地商人層もなく，地域的な販路に依存していた 

メークレンブルクの地方都市やニ一ダ一• ザクセンの市場町につt 、ても，かなりの工業生産が吕立 

つている。 フリートラントでは1514年 7 0人の毛織物織工と牝人の靴屋， パルヒムではそれぞれ

.
注（27) Karl-Fricdrich Olechnowitz, Der Schi/Fba» d. hansischen Spatzeit. (Abh. z. Handels-und Sozialgeseh. III， 

(1960.) S/67 ff. ソ

(28) Wilhelm Stieda, Hansische Vereinbarungen iiber stadtisches Gewerbe im 14, und 15. Jahrh. ( = ”HGbll‘” 
5 , 1888, SS. 101-155)

(29) K.-F. Olechnowilz, a. a.O” S. 67 ff.
(30) Bern hard Vollmer* Die Woll weberei und der Gewandschnitt in der Stadt Braunschweig bis z. J‘ 167L
(Qu. u. Forsch, z. braunschw； Gesch., V ,19】3.) S. 98 ff*

( 3 1 ) H. Kellcnbenx, Die unternehmerische Betatigung der verschiedenen Stande wtihrend des Ubergangs zur 
Neuzeit (”VSWG/‘ 44， 1957, SS. 1—25) ； Dors., Bauerl. Unternehmei^tatigkeit im Bereichsd. Nord- u.
Ostsee vom Hochmittelalter bis 名. Beginn d. Neuzeit (”VSWG,“ 49,1962, S_ 1 ff,)

(32) Hamb. Burspraken, Nr, 37 (2)( Nr. 40 (3), Nr. 84 (35), N r .137 (52), N r .140 (70), N r .143 (9, 
16)

(33) HR III, 5, Nr. 527 (120, 121),S, 634.
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5 0人と 3 6人，ロエーベルでは両方とも2 4人もいたという6 またハノー  プァ近郊の市場町ブ ル ク ド 

ルフでは， 1570牟に領邦酋主により設立された共同の沖間組合(A m t)があっで，羅紗織工，ち辙 

物織工，鍛冶屋，靴屋，仕立屋，パン屋がこれに参加してい(裳。このような事例からハンザW邵山. 

の手工業は，農村又は農地方都市の手工業者の伽からの激L I 、競争の芘カにざらされてしたといい 

うるのである。この競争は1 4世紀以来中世後期の経済危機の最も道要な結果の一つとなった。

さて I5 饥•紀の後半に中間層の資產形成が後退したというラインヶの指摘と合致して， 手工業の 

注文及び职用状況は決して良くなかった。ハムブルクでは，靴直しが14む年， 亚麻布織工が1458 

年，漁師と床屋が1偏 平 ，金細工師が1彻年にそれぞれ市参事会に親方数の制限を懇請してい(3|> \ 

特に危機に陥ったのは，桶屋で， 1437年ハムブルクでは桶屋親方の数が200人に制限され, 1458 

年には 150人， 1506年には 120人とその制限は厳しくなって行った。

とこ；6 が， 1(5世紀になると，注文数や手工業者の履用が塘大した。特に建築業では15世紀の後 

芈から需要が相当となり，一般に労働市場に隘路が生じ/ 最高貨金の規定が出されてい(U 。例えば 

ハムブルクで1480年に商人達はあまりに高い労賃を支払うべきではないという理由から，：荷役人. 

夫に最高賃金を制定した。そしそ 1510年のヴヱンド諸都市の会議における職人移住に関する先め 

発言からも， 1 6世紀に職人が不足していたことが容易に認識されよう。

このような事情の下では，企業家達が高賃金を進んで支払うとい•うことも生じたわけである。例 

えば'  1537年ハムフルグ市参事会が， 船員達の高い給料のため， -if}•航が危機に溯していると確認. 

したが，その際水夫にそのような要求を禁止したのみならず，雇主にもこの傾向を抑制し，元通り
(39) ,

にせよと要求した。また，船主の造船が盛んやなりすぎたために建造用の木材が値上りし，i5 4 3年
(40)

市参事会は造船を許可制とした。ロストックの造船業においてば，家屋のための大工の二倍の商打 
(41)

金であったという。こうした例証から16世紀に海上交通と工業は危機を脱し， 完全屈用の状態と

なっていたし，その好況の利益は船生や屈主のみならず，労働者にもわたったといいえよう。似し

この点では朱開拓の物価史の研究を推進する必要があろ么 .

注(34) P. Groth, Die Entstehung d. mecklenburgischcn Polizeiordnung v. J. 1516 (Jalirb. d. Ver. f. mecklenb. 
Gescli.u. Altertunisk., 57,1892, S S .151一321,) S . 179 If; Eduard Bodemann, Die aiteren Zunfturkundon 
dor Stadt Liineburg, (Quellon u. D^rst. %. Gesch. Niedersachsens,1 ,1 8 8 3 .) S. 113, 184, 232.

(35) Anton Scholand, Beitrage z. Gesch. d. Stadt u. d. vormal. Amtes Burgdorf, 1933/34, S. 92, '

(.36) Mary Elisabeth Schlichting, Religiose und gesellschaftliche Anschaungen i. d. Hausestadten d. spaten 
Mittelalters. Diss. Berlin 1935, S . 103 f.

(37) Hamb. Burapraken, Nr. 14(4), Nr. 42 (20 f.), N r .139 (129), N r .140 (129).
(38) Ebd., Nr. 6 1 (6 ) ,  Nr. 68 .(1), Nr. 69 (40), Nr. 72 (3),
(39) Ebd., N r .125 ⑶ ，N r .130 (6),

(40) Ebd., N r .130 (16), Ni4. 132 (33) ； Pierre Jeannin, Les relations dconomiquca des villcs do la Baltique
avec Anvers au XVIe sificle („VSWG" 43.1956, 193-217  u. 323—355.)

(41) K.-F1. Olechnowitz, a> a. 0., S . 129 f. ^

(42> Wilh. Koppe, Zur Preisrevolution des 16. Jh. in HoIsl6in X„Zs.  d. Gte. {, Schleswig-Holstein. Gesch.•“ 79, 
1955, S S .I85- - 2 1 6 ,)これは農涂物価格のみを极う。 ' ；



さて最後にハンザ諸都市の乘工業の組織形態を問頒としょう。今迄にのべたょうな販路の局地性 

•Vfe村1 業による競争から.して，この地方の諸都市においては，資本集約的で分業の進んだ丰エ考 

港の階層分化をもたらすょうな手丄業組織，即ち前貸問屋制は殆ど発達しなかった。 たとい1 6世 

紀に経fe’の拡張か行われた場合でも，仲間の親方にょる，比較的原初的な原料前贷しか普及しなか 

ったのである。経営，拡 張 を げ すこ のは，小営業の均等な発展という伝 統 へ の固執であった。み の 

具体的な例は，各都市の桶屋，造船業そしてブラウンシュヴ，ァイクの繊維工業においてみられひ!。 

これらの工業においては多少とも経営拡大と問屋制前贷への移行の傾向が存在したにも拘らず，そ 

れ以上の経営組織には発展せず，共间体的 • 小営業的费素が根強く残茌したのである。

結論的にい先るのは，こ うした消極的な発展にとって工業が海上• 遠隔商業に依存していたこと 

が極め手であったということである。ハンザ地域においては，前貸問屋制につぎこむべき資本が欠 

けていすこ'  例えば手工業者か富を蓄積すれば，、それはノ、ンザ商人の例に倣リ:■船舶部か览西の仲介 

商業へと流れたのである。

このょうな特徴を考察する際の一つの参考は，南ドイツのニ都市の商人の対照的な姿である。即 

ちアウクスブルクどニユルンベルク。前者が，政治的金融業により投機と巨万の富を目指したのに 

対し，後渚はあくまで生産と結びつき, 中部ドイツの東部の麻織物業において前貸制度を創造し(裳。 

成は工業企業家が南ドイツど同様政治権力を持ち，労働渚に対する社会生産物の分配を公正なもの 

となしえたIS * 1 4世紀のフランドルの諸都市や， 部市の政铪権力により労働者が周辺の農村地帯 

へと脱出することを禁じえた14 • 1 5世紀のイタリアの織物エの都市も比較の対象となろう。 こう 

I；た諸都市との比較において我々の印象に残るハンザ諸都市の特徴は,相対的に均一化した平和的 

社会秩序であり， 労働の生産性の相対的低水準であり， それ故にこれらの都市では16 世紀におい 

てもなお伝統的政策が採用されていたのである。 •

3 . I  . ボーク「南ドイツ経済の成長問題，1540— 1618」
1

. : . ■ . . '
まずボークは経済変動として，①シュピートホフの波動を# う特別な景気循環，②長期的傾

向，③②の傾向の掏りを遊動する季節的変動，④ 外生的な攪乱，⑤ コ ン ド ラ テ ィ エ フ の 循 環  

の 5 つを挙げ， この内与えられたテ一マの下では②と④についてのみ観察しうるとする。そして報 

告は次の順序によって行われた。 ，

I 研究の対象ど方法

注（43) W. Stieda，a: a. O” S. 112f.; Olechnowitz, S. 67 ff” 74, 96 ff.; B. Vollmer, a. a, O., S .11,111 f„

(44) Geoi-g Jahn, Der Verlag als Unternehmenaform* und Betriebsaystem im ostmitteUleuts^hen I,oinengowerbe 
des 16. und 17. Jfthrh. (”VSWG," 34,1941, SS. 158—180.)
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n 南ドイツの資料に拠る長期的傾向の検出（但し他地方にも言及する）。

i n 外生的攪乱に対する反応をニュルソベルク市の工業経済に関して觀察し,彼自身の主張の极 

拠とする。

I 研究の対象と方法

.ところで社会生産物を把握する最も简犁な方法は,生過程で用役により獲得せられる個人的所

得の総計を得ることであり，研究の現状で解決困難なのは， 人口の2 0 % を占めながら， 国民所得
{45)

の 5 0 % 或はそれ以上を手に入れた工業経営者，銀行家，大商人の所得，つまり利潤の計算である。 

そこで，この報皆'では南ドイツの諸都市における残余所得と契約所得に限定し，付随的に農家所得 

につきのベる。 •

当時存在しなかった近代的な意味の国家は勿論, 当時存在した身分秩序上の政策も無視する。ま 

た経済圏を一応閉鎖的なものとして傾察するが, ニュルンベルグのように外国の需要の存在する組- 

合は注釈を加える。 さらに価格革命の影響も長期的には意味をなさぬものとして极う»

さてこうした条件をふまえて， 1550年頃の基準時の状態をまとめると，
(46)

a ) 殆ど増加することのない土地に対しA ロが活潑に増大しつつあるという事態。 -■

b ) 史料の示す所では生産手段の技術水準は本質的に変化せず，そのため大衆の所得との健仝な 

' 比率で需要が増大したとき基本財の価格が維持されえなかった。 ‘

c ) 農産物と工業製品の間の鋏状価格差の存在。耶ち農産物の相対的な高値。

こうした状態から出発して，実質の所得，消费，雇用は一体変化したのか，またこの変化は人「丨 

の増火と関係しているのかどうかにつ_ 探究する。人ロの増大に対して経済の六きさが下廻ってい 

る場合には収縮経済，経済が人ロ塯大を伴う場合拡張経済,経済が人ロを上廻った場合は成長経済 

とよふ。 ■

かくて工業社会以前の技術及び労働規準は一定で（そして土地も人口増大に対して不足してくる）と 

いう前提に立った国民経済において,果して平均的な生活水準を主張しうる程の労働力の生産性の 

上昇がありうるのかどうがという問題が生ずる。なるほど資本集約性は高めえなかったとしても，

1 人舀りの生▲産量を増大しうるように生産組織を変更することは出来たのではなかろうか。 しかし, 

こ れ （即ち内生的要因）だけで経済の収縮を免れた国がないことも明記しておく •

I I 長期傾向の検出

長年ドイツの研究史の難題であった1 7 •丨LI:紀の 3 0年戦争の影響を明らかにするためには，遡って

(45) Erich Carell, Allgfemeine Volkswirtschaftslehro (11, 1964.) S . 108 if.

(46) W. Abel, Geschichte der deutschen Landwirtschaft. (Deutsche Agrargesch. I I , ) 1962, S* 138 flf. Ders.* 
Agrarkrisen und Agrarkojunktur, Eine Geschichte der Land- und Ernahrungswfrt$chaft Mitteleuro{>aa scit 
dem hohen Mittelalter, 2. Aufi., 1966. S. 99 ff,

(47) Dors., Agrarkrisen und Agfrarkonjunktur* S. 113, 118.
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1 6丨丨」:紀のドイツ経済，その社会階層の状態を把握しなくてはならない。

そこでまず人口から観察して行く。 人口はペストの時期が終って15 丨丨丨:紀の末には増大し， さら 

に 16 .丨IJ‘紀から17世紀の初めにかけて増大した。 オランダを除くドイツ帝国の領域に1500:年頃に 

は 1，.200万人，. それか1600年頃には2, 000万人となっ 'ていた。この人口の増加に対し，新しい開 

墾地は与えられず，農業技術や食祺の方式は伝統的な状態にあり，一 種 の 「消費り断念」 も必要と 

なった'  また農産物価格が工業製品の価格に対し相対的に高値となったのもこのためであっ(̂ 。 こ 

れと関迪して東ドイツから榖物を輸入していたオランダでも人丨:丨が増大したこ.とは注问すべ含でも 

• る。 ■ *

さて趣座の状態はどうであつたか？ ここでも人丨コが増大したととはいうまでもない。 ニ ュルン 

ベルクではI449年から16报‘紀の半ば迄の間に人口は20, 000人から料，000人へと増大していミ。 

1510年から1,600年の問に榖物価格と工業製站の価格の上昇率は蔷しい格差をます（386%に対し 

100% ) 。従って親方の実質所得は上昇しなかっただちうし,職人においては高賃金に上りその実質 

所得が同じか若干上昇したかもしれないが，同時に前貸問屋制の出来高賛労働者に対し，この職人 

層は後退していた可能性の方が大きい„ .

この相対的過剰人口に対する経済の反応は典型的で，廉価な商品に対寸る需骐は询士十 1 _ この 

好事例はニュルンベルクの皮革工業及びヴインツハイムの繊維工業である。とれに對しウルムの漂 

白所の生產量はそれほとはっきりしない（図1)。後者においては廉価製品（ゴルシヱン織物)価格が 

ほぼ同じ幅で変動しており， 中級の逝麻布やバ ル ケ ント織物を含めた生產総量は緩やかに上 畀 して 

いる。 しかもその中の上質のバルケント織だけをみても同様の上昇傾向を示している。そして16加 

年以 降 17世紀の3 0年代の初めにかけてバルケント織もゴル、ンヱン織も凡そ丄の値に下落している 

か， 3 ヰ平均のカーフでみると，ハルケソトの売行の停滞期には安いゴルシヱン織が或る程度代替 

して仲びていることが判る。

こうした廉伽な製品に対する大量需要は新しい経営方式,即ち問屋制前貸によって初めて充足さ 

れたのである。 < の方式は14世紀又は15世紀に鉱山業や輸出用のバルケソト織や南ドイツ亜麻布 

の製造において齊及していたのであるが，今やシュレーズイエンやヴエス ト フ マ — レンの迪麻布や 

ニュルンベルクの金属工業にも適用されるようになった。問屋制前貨業者は社会的秩序の脇役であ 

ったM村手工業者を当時の経済の中心人物に仕立てたのである。そして都会においても出来高貨労

(48) Rudolf Kotzschke, Deutsche Wirtachaftsgeschlchtc bis zum 17. Jahi-hundert, 1924 -S. 131.
(49) \V,  Abel, a. a. 0., S , 113 fF. . ' .
(50)^ Walter Jungkunz, Die Sterblichkeit in Nm-nberg 1714-1850 usw., in: ,,MiU. d. Ver. f. Gosch. d. Stadt

( 5 1 ) W. Abel, a. a. 0., S. 113, 116,

(52) m 1 の数字は Stadtarchiv Ulm の文辑..Iilerin ist ver^ichnot, was die Golschen- und Baichontl>loieh-in 
Ulrn an Golschen und Barchent geschauet und abgebleichet haben.•‘ から取られた,. '
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図 1 ウルム潆白所製造盘

働者が創出された •が， これらの労働者が経済的に富み栄えたかどうかについては問題がのこる。

16世紀の後半にかなりの技避 |位/_ を利用することが出来た。勿論これには人口増大という 

原動力と均合のとれるほとの力は長期的にみてなかつナこ。 例えばニュ ルンベルクのねじ製造エのダ 

ンナ刁の印刷用の真鍮のねじの発明が，経営コストを明瞭に削減できるほどの労働節約を可能にし 

たかどうかは疑問である。伝統的な手工業制度をもつ都市とこれに経済的に従属する周辺地域では, 

そうした技術单新は禁止されていたし，発明者は迫替f されたのである。勿論先の印刷用のねじのよ 

うに実際の資本投下に到つたもののあることは，「そこで今や印刷職人は半分の力ではめこみの過 

程をやつてのける」という言葉から容易に察せられ(：>| 。だが国崁経済的にこうした投資が冇効であ 

つたとは思えない。例えばル一ツガルンで発明された鎧鍛冶用の道具は3 6 グルデンもかかつ ナこが， 

これは親方の通常の年間純所得め！■ふら+にあたり , 年間所得からは到底賄い切れなかつ たのであ 

る。これは鉄や鉄製が|の仙丨格の長期的な傾向からも判ることで，当時の技術進艰は人丨:丨増大の段附

注（53> Des Johann Neudorfer, Schreib- und Rechenmeisters zu Niirnberg, Nachrichten von Kiinstlern und 
Werkleuten daselbdt aus dem Jahre 1547 ncbst der Fortsetzung des Andreas Gulden, hrsg. von G‘ W.し

Lochncr. (Quellenschrifton fiir Kunsttechnik des Mittelalters und der Renaissance X , 1875.) S. 5 3 /

(54) Ernst Muniinonhofr, Der Handworker in der deutschen Vergangenheit (Monogr. z. dt•‘ Kulturgesch,, hg. 
v. Georg Steinhausen, XIII, 1901.) S . 110 L

(55) Etes Johann Ncudorfor, , Nachricliton, S, 53.

.(56) Staatsarchiv Luzern, Staatswirtsclmrt;* Gewerbo und Ziinfto, Schachtel 873‘
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には追いつかなかったといえよう。 （このことは鈕築業についてもいえることで，南ドイツにも沢山建造さ
(5?)

れた城砦，宮殿，市役所，農家は，企業家にとり割の合う仕事ではなかった。）

ところで問厘制前貸という経営様式は経済的に弱い，従属的な賃金取得者をどこにおいても一般

に増大させたのではない。むしろ都市の工業特権の少ないヴヱストファーレンにおけるように，小

農民的な在郷の階層が農村で金属工業並びに繊維工業に従事している処や，中部ドイツの東部のよ

うにツンフトが問屋制前貸に対抗して共同で生産若の利益を擁護できた処では,経済的な繁栄が約

束されたのである。 ，

だがそこから，例えば南ドイツの亜麻布地域で勤労者の豊かさを信じえようか？ 亚麻はさらに

亜麻を呼び，そのため食パン用の穀物は遠方から上シュヴァーベンへと送られざるをえなかったと

いうようなことを可にすると，農業及び工業生産における労猶】者の生活水準を高いとすることには

疑問がある。食料は輪送によって高くなったことは確実だからである。 それはまた工業製品の相対

的な低価格の理由を説明すること•にもなる。農家所得についても生産性の向上と家族数の増大のバ

ランスを知らないと何ともいえないのである。尤もバルト海湾曲部の規則的な穀草農法や多圃農業
(61)

等は当時経済的に発展途上にあったといえよう/

だが南ドイツの農業にはそれほどの進歩が無かったといってよい。3 0年戦争開始の時期に中部フ

ランヶンの農業はなお伝統的な単純三圃農法に固執していたし， この状態は1 8世紀の後半にも觅 
(62) 1 

出洚れたという。勿論アルプス地方やシュヴァーベン• バイエルン• フランケンの低山地において

農民の居間が邀かに飾り付けられ，木造家屋はいろいろと多様な姿をとったことは周知の事実であ
(63)

るが，そこから労質と連築费が安いのに，経済的な繁栄をその理由となしえるだろうか？ それは

むしろちょうど都市で発達の頂点に達していた手工業技能の故ではないのか？

これらの問いに決定的に答えるには，これまで研究史上未開拓であった下層市民や下層農民に眼

を向ける必要がある。特に 161丨丨:紀の後半にフランス，イギリス，デンマークそしてドイツにおい

. て，乞食，浮浪人，失業者についての茜情が聞えてくる。 ドイツについての数字.もこれを実証して

くれる。 日傭, 袋かつぎ人夫，馬丁，渡し守，市の下級役人，吟遊詩人，鼓手，らっぱ手，教師，

连（57) Fr. Ltitge, Die wirtschaftliche Lage Deuischlands von Ausbruch des dreiBigjahrigen Krieges (，，Jbb. f. 

Nat. u. Stat.14, 170, 1958.)
(58) Bruno Kuske, Wirtschaftsgeschichte Westfalens in Leistung und Verflechtung mit den Nachbarlaridern, 

1948, S . 15 ff.
(59) Gustav Aubin u, Arno Kunze, Leinenerzeugung und Leinenabsatz im ostlichen Mittcldeutschland zur Zcit 

der Zunftkaufe, 1940, S. 269.
(60) Eugen Niibling, Ulms Handel im, Mittelalter, 1900, S. 565, 570 ff.

( 6 1 ) W. Abel, a. a. 0 ”  S . 104 f.
(62) L Bog,*Dio bauerliche Wirtschaft im Zeitalter der DreiBigjahrigen Krieges.(Schriften des Inst f, friink. 

Landesforschg. an dor  Univ. Erlangon. Hist, Reihe, Bd. 4,1952.) S . 14 ff.

(63) W. Abelt a, a. 0., S. 127.
(64) Ibid., S. 130. . ，
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下僕などの依範な層の人々は，自分の家をもたず，「借屋人」として生活していた。 彼等は勿論19 

世 紀 の 「プロレタリァー卜」 とは関係ない。

だが，こうした貧民，特に乞食や被救恤民の数が雜続的に増大したということが実証されれば， 

1 6世紀の半ばから3 0年戦争までの問に就業率（人口総数中の有業者の百分比）は下ったことが叨らか 

となる。

そこで宗教改革以後比較的平穏であったスイスの都市について観察してみょぅ„

まグルッェルンについて。この都市はI 5 • 1 6世紀にベルン..とほぼ同.じ人口数（s, 500人）と推定し 

よう。1437年こめ都市における他所者の職人や使用人の得た職の数は2 6 0であっ(裳。この他市当局 

か 3 1人を辟ったというから大体2 9 0のロがあったとみてよいV その大部分は独身用のものであっ 

. たか，これに対し， 1579年には9 6人の成人の家無しと139人 の 児 童 （計235人の被救恤尻）がいH  

しかも1592年にはその数が302人となり（内 168人が成人)，この間に28. 5 % の増加とな(1 L この公 

的な貧民は，現実の貧民の一部でしかないだろうが，ここで貧民の内訳をしておこ(1 。

1. 家無し

2. 旅行中の者

3. 手工業職人

4. 他所者の乞食

5. 卑しむべき無頼の徒

6. 娼婦

ところでこうした貧民とくに家無しの増加は，ルッェルン地方の農村において労働市場に労働者. 

があふれ， これにより賃金が切り下げられたことを意味する。 例えば近郊のフヱヒコン村では， 

1590年たった5 人の役畓使用の農民と6 0人の貧困者がいたという。 このような例は他にも^ ) \

ここから農村の，つまりその地方の家無しに出くわすこととなる。

さらにボークは，旅行渚，乞食，浮浪人がドイッ側，特にシュ ヴァ一べンから日増しにふタたレ 

いう事例を挙げる。だが地元民の経済の長期的収縮にとっての乱:準としては，土地に居住する人々 

の数や窮乏ぶりの方がましだとする。 そこでッューリヒの市部及び農村部における1 6世紀公認の

注（65) Staatsarchiv Bern, B XIII，Nr. 5 9 6 .ボ—クは市の中心部分等からみて，ルツェルンはベルンとほぽ同じ弋

きさとする。 •
(66) Staatsarchiv Luzern, Kodex 1220, F o l . 40 If.: Beschreibung der Handwei*ks- und Dicnstgescllen m  

Luzern 1437.

(67) Ebd*, Kodex 1380，das Dienerbuch, angefangen 1627.
(68) Ebdv> Schachtel 888, Staatewirtschaft; Armenwcsen.

(69〉 Ebenda, Kodex 5175 (1 5 9 1 1 5 9 3 ) Arineninquisition 1592，Fol. 170.

(70) Ebd‘ Kodox 5175； Staatsarchiv Zurich, A 61/2, 1580； Ebd. A 61/1; Staatsarchiv Luzern Schachtel 737.
(71) Ebd., Kodex 5175, F o l .235 If.

(72) Ebd., Schachtel 737, I. Teil, 1568, 1573.
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15 • 16世紀の工業発展上の経済*社会問題

. (73)

贫Wの表を掲げ，全人丨:丨の凡そ9〜1 1 % の率がそれと推定されてもおかしくないとする。これに計 

算外の贫民的部分（先の4 ， S, (5の項丨:丨該当港）などを含めると当時南ドイツにおいては人丨:丨の20% 

が闹宠収入をもたず，不規則かつ不十分な生活をしていたといっゼも恙し支えなかろうという。

そこで農家収入に立掃ると，これについての淸報は少ないし，経営規模が不明だと留保付きでの 

み利用しうるものである。だがルツヱルンにも贫段条例に保有農民のことが諸義務不履行の故にふ 

れられていた6 ッューリヒ近郊の5 ヶ村で多くの貧民がいたが，その家屋敷，i衍萄畑，終身保有地 

が主莉（上級所有者）により売り出され， そのため彼等はその土地との関係を断たれたという。 こ
(75)

れらの貧民;は村が救恤していた。

さらに小屋住や副業集落の占有者達は，農産物肺格の上昇からの利益にふ夺らなかった。そして
(76)

彼等もよく慈善リストに載るのである。 . '

かくして，問題の地方において1 6世紀の半ばから3 0年戦争の時期にかけて，，实質所得の増大は 

人ロ増大に追V、つんず，実質所得を屈用（者数）で割った労働の（付加価値)生産性の数値は小となっ
(77)

たに違いないのである。

III ニュルンベルク工業経済 ‘

ここでは今応用された巨視経済的な思^%習慣を同時代人の語る史料によって正当化しうるかどう 

かを，ニュルンベルクや他若干の南ドイツの諸部市のモデルについて検討してみたい。問屋と大 

商人の都市の経済には商p による外部寄-与が重耍である。だがこの外部寄与は，西定的な発肢を旋 

丨■!!せしめることは出来ない。 1447年から 1576年にかけての栄光に輝く偉大な数十年には文芸にす
( 7 8 1 一 .

ぐれた人ノ<がニュルンベルクから輩出したが，同時にこの時期はニュルンべルクの大商家ヴ丈ルザ

トゥッヒヤ一， イムホフ，ェ一フナ一， フュフ一， フインツインク.の時代でもあ、り， この都市
(79)

の没落と共に，都市経済の運命も決せられたのである。 ，

れと比較しアウクスブルクでは，l!rい国際的商社の名声が色あせて久しい1605年から 1618年

の時期になお, 市民p 資産は 52181グルデンから57076グルデンへと上界し， 他方全体の42, 8% 
(80)

が無産のものとされていた。

これに対し巨額の対国家融資の誘惑にのらなかったニュルンベルクの商社の破產が増大したのは

注（73) Staatsarchiv Ziirich, A 61/i, A. 61/2.
(74) Staatsarchiv JLuzern, Kodex 5175, 1591/93.
(75) Staatsarchiv Zurich, A 61/2,
(76) Bbd” A. 61/2.
(77) Gottfried Bom bach, Zur Theorie des wirtschaftlichon Wachstums, in ： „WeIt\virtschaftliches Archiv,11 70,1953. 
(73) Nurnbergcr Gcstalten aus neun Jahrhunderten, 1950.
(79) Ludwjg Zimmermann, Niirnlergs Bedeutung fiir die deulsche Wirtschaft im Zeitalter des I'Xihkapitallsmus,

ini (,Jb. [  frank. Landesforschung/ 4,1938 S‘ 24.
(80) Wolfgang Zorn, Augsburg. Geschichte cincr deutschon Stadt, 1955, S, 205;A* Mayr, Die groBen Augsburgcr

Vcrmogen in der Zeit von 1618—1717, S .12 IT.
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注（81), Richard Ehrenberg, Das Zeitalter dfcr Fugger. Goldkapital und Krcditverkehr im 16. Jh1(1..Bdパ..Die 
» Geldmachte des 16: Jhs., 1922, S. 235 If.

(82) F. M. Reas, Geschichte und wirtschaftliche Bedeutung der obcrpfalzischen P3isenindustrie, S. 139.
(83) Kathe Dettling, Der Mctallhandel Niirnbergs in 16. Jh., in: "Mitt. d. Ver. f, Gesch. d. Stadt Niirnberビ‘ 

27,1928, S. 113,186 ff.
(8め G. Aubin u. A. Kunze, a, a. 0,t S. 211 ff.; Gerlmrd Pfeiffer, Bartholomaus Viatis (1538—1624). 

Nurnberger Gestalten, 1950, S .113 ff. へ へ ， . ' . . . .
(85) G. Aubin u. A； Kunze, a. a. O., S. 34, 38 f. 41,250, 267, 303. .
(g6) I. Bog, Reichsverfassung1 und reichsstadtische Gesellschaft, in： ”Jb. f. frank. Landeaforschung.",18,1958.

, —— 125(1179) —

!!■

編 球 鄉 總 鐵 麟 築 嫌 纖魏辕徽鞭甚傲̂ ^ ^ ^ 謙鄉^ 鱗 論 を 魁 辟 傷 ^ 浓淑招

15 • 16世紀の工業発展上の経済•社会問題

1609 年頃のことである。すでに1 5 11丨:紀の华ば番料取引は後退したが,金物取引と鉱山経筲からな

おかなりの利益があった。1557年上プノァルッの鍛造場組合の6 0人の也産者のうち2 5 の条鉄及び 

棒鉄鍛造場がニュルンベルクにその半製品を送っていた(8£ ，1621年に繁栄てしいた'ンュタイニル々 

ルクの鋼鉄商事:会社は，17世紀ニュルンベルクで最富裕者のうちに数えられた一族をなし (裳 。 こ うし 

た新旧の:交智にも拘らず致富の機会は残っていた。新しい商社は，中部ドィッの萊部の亜麻織物業を 

国際的水準に高め，以前ニュルンベルクで知られざるほどの資産をつくっ賢。 しかもそ際 , 原料が. 

フランケン地方で購入されたわけでもなく，賃金部分がニ ュルンベルク経済に流入したわけでもな 

いしとか大変爾喪である。（丨每方へ送られる染色されたilli麻布だけが—ュルンベルク.の染色エの手によづ.ず’ 

染色されたことが唯一の例外である。）かくて資本所得と企業者貨金が増大したが1ケ世紀の彼等の生活 

は質素であった,らしく，その富は土地と領主権に投じられた。だから彼等が多数の小手工業者達の所 

得喪失に対し，国民経済的にし、って，商品購買者として際立つた 微 と な ったかどうがは疑問であるc 

また国際商業路の太西洋への移動にネる損害はニュルンベルクや他の南ドイッの諸都市について

図 2 ニュルンベルクの真鍮細ェ_数
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15 - 16世紀の工業発展上の絰済•社会問題

は認められない。南ドイッの金属工業やフッガー家の企業は，ァフリ力の販路を獲得していたし，

ニュルンベルクの鎧鍛冶はトルコ戦箏やスペイン王としてのドイツ皇帝の戦孕から利益を得てい 
(87)
た。

' さてニュルンベルクのこの繁栄は，先にみた経済の一般的な収縮とどのような関係にあるのだろ

うか？. しかしニュルンベルクでも1611年 3 月 1 4 丨ヨに貧しい市民. 真鍮細工師，指ぬき製造エ，

留金細工師その他の手工業者300人が市役所へ赴き真鍮の高値を理由に救恤を要請している。市参
(88)

事会は各人に1 グルデン，合計 3 0 0グルデンを与えたという。ところがこれは，1433年来親方数が 

最大となった時期の出来事である(図2 )。

この矛盾を解き明かすには短期 • 長期の景気を分析してみる必要がある。

黒死病と3 0年戦争の間に，ニュルンベルクも■ と■ を経験した。まず疫病は1431—1535年 

の間に8 冏も生じたが，親方の屈用数は，疫病発生当時に減少し，数年後には回復するという力一
. (90)

ブを示している。だからその経済への影響は短期的なものであった。

これに対し戦争の方は異なる結果をもたらした。ここ で問題となるのは， 1552年から 1554年迄

の第二次辺境伯戦争であり，ニュルンベルク市囪体の財政的负担は巨大であった。だが略奪，放火

がどれだけニュルンベルク手工業の発達を妨げたか？ 確かに戦時の2 年間は失業の時期で，生産

も減少した。だがさまざまの手工業の発展力一ブは余りその影響を受けていない。ただ織布エだけ

は深刻な影響を受けなかなか立直らなかったのである。

元来ニュルンベルクの織布業は, いわ'ゆるツ ンフト規制のない比較的自凼な手工業であった。そ

して親方の経済的豊かさを条件とすることにより，問屋制の普及に対して親方の自立性を保とうと 
(93) 1

したのである。 しかし1 6世紀の前半の好景気でこの原則はくずれ，市参事会は親方の（一定の資産
(94)

をもっという) 有資格宣誓を断念するところまで行った。

これと対応して沢山の呉服商船，染色場 1 つ，縮絨場 1 つや，1540年にも張枠が追加されたが，
(95)

1546年には縮絨場の支払不能から借財を負い，貴前品を売り払う破3 となった。

注（87) Jakob Strieder( Deutscher Metal1 warenexport nach Westafrika im 16. gh. (Hist. Aufsatze. Aloys Schulte 

zum 70. Geburtstag, 1927.) S. 183; H. Kellenbenz, Sephardim ah der unteren Elbe. (，，VSWG“ Beihcfte 40* 
1958) S. • 1 0 7 .  •

(88) E. MumtnenholT, Der Handwerker, a. a* 0 ” S. 122，
(89) Staatsarchiv Niirnberg, Amts-und Standbiicher, Nr, 305，404—409.
(90) W. Jungkunz, a. a. O., S. 326 ff.

( 9 1 ) E, Franz, Niirnberg, Kaiser und Reich, S . 182 ff. ^

(92) Staatsarchiv Niirnberg, Archive der Nurnberger Handworke und Innungen, Tuchmacher 1 und 2; Hans 

Lentze, Nurnberga Gewcrbeverfassung im Mittelalter, in: ”Jb. f. frank. Landesfoi*schg.u 24,1964,  S. 
222, 251, •

(93) Staatsarchiv Ng.  ̂ Tuchmacher 1 . Fol. 444,
(94) Ebd. FoL 388 f.» 444.
{S5> Ebd. F o l/423,
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こうして織布業の隆盛は，塬車馬的な熱狂をもたらし，劣惡な品質の製品さえ造らわ!裳。この熱

狂に打撃を与えたのはトルコ軍のハンガリ一侵入と辺境伯戦争，特に前若がニュルンベルクのみな
,97)

らずフランヶンー带の工業のための外国市場を奪った。このための被窗は大きく，背日め繁栄は遂 

に取炅しえなかったのである。

ハンガリー市場の喪失だけではなく， 生産財や食和j■の価格が i 530—1別0 年で 100% も上昇した 

ニュルンベルクにとり，これを補って余りあるような価格の実現やそのための市場がありえなかっ 

たこともその现甶なのである。

次にホークは，小帝国都市文インツハイムにつき観察する。この都市も比較的||丨曲な手工業者の 

組織しか無かったか，mi辺の都市や農村の手工業との激_しい競争にf屈まされていV i。ヴィンッパィ 

• ムが特に抵抗したのは， こめ競肀による品質の劣惡化であった。 ところがI548年原料及び生活資 

料の.双方が高騰した時には，特に地方都市, さらに農村工業の側からのこの種の競争が強ま上丨裳。こ 

れは当時の一般的問題であり，スイスのベルンでも I 5 7 7 年農村の他所者の不熟練の企業家の大経 . 

呂か丨丨-1 t i fの種となつ〔いる。A ^ y ヱル 'ノでも，農村のパン焼 • 行商（ミ.ラノ . ヴュ. ネッ，ィァのガラ.ス商 

品を安傾で:売る），村 の 鍛 治 厘 の 問 題 が 出 て ；

ところで3 0年戦争以前の半世紀に，織布工業に限らずさまざまの手工業にとり競争は激化し 

原料 • 赁金の高騰，親方所得の減少，品質の低下がI 立ち，国民経済の新しい需要状況に対し，技 

術も工業組織も適合しなくなっていたのである。かくて16世紀の末には手工業の作幾:場よりマスフ

ニ/!/トゥフに近ヒ塗智か激しい抵抗にも拘らず優勢となった。その好例はニュル 'ノベルクの財;/|j製 

造人，手袋製造人，紐製造人で，彼らはオランダ人，サヴォァ人の競争に対し，ッンフト規制にと 

らわれずに新しい流行商晶を製造じ，ボへミヤ， ィタリ一や国内の市場で広範に売るようになぶ裳。

そして古き秩序が緩むや，職 人 達 は 生 活 費 の 安 い 農 村 へ と 赴 .
   _ _ _ _ _ _    ' • ■ . . .

，注（96) Ebd., Fol. 4 0 9 . ,
(97) Ebd,, Fol. 434.
(98) Ebd., Fol. 434, 438, 448.

(99) Stadtarchiv Windeheim, B 480, Schneiderhandwork, Supplikation 2 1 .Okt. 1569; S u p p . 15. Okt. 1593;
Ebd., B 483, Leineweber, S u p p .12. Miirz, 1557; Ebd., 481 A. u. B.

(100) Ebd. B. 481. A, Tuchmacher, Suppl. Ge%vandsclmeider, Mittwoch n. Chr. Geburt 1 5 4 8 , 1 . Juli 1549, 1 5 . . .  
Okt. 1550, ’ ‘

(101) Staatsarchiv Bern, BV, Nr. 171. .
.(102) Staatsarchiv Luzern, Schachtel 878, 880, 884.

(103) Stadtarchiv Niirnberg, Handwerke, Biittner Nr. 6, 8; Goldschlager N r . 1.

(104) Goldschlager N r . 1 . Ebd., Goldschl&ger N r , 1 . Verordnungen, Eingaben und Ordnungen vom 4. Sept. 
1601, 15.  Juli 1609, 28. Jan. 1556, 24. Okt. 1560, .23. Jan. 1560, 8. Febr. 1571,24.  Jan. 1615, 21. 
Nov. 1618,. 2 1 . Apr. 1621. , .

(105) Ebd, Beutler, Nr. 2.
(106) Ebd,, Beutler Nr. 2, Nr. 8, N r . 19.
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15 • 16世紀の工業発展上の経済，社会問題 

ところで度茁なる戦争で需费の活潑な鐵緞造塞では，供給が不圮勝ちの状況で，'労働力は不足し,
(107)

労貨が上昇した。そしてそれを妨げようとする試みにも拘らずマヌファタトゥァの特徴をもつ問屋 

制への移行が，進んでいった。こうして16世紀の末には，数人の企業家と従属的な小親方の大群 

ガ;対抗していた。

さてニュルンべルクを中心とした分析をまとめると，確かに3 0年戦争以前の7 0年間に親方数は 

堝大し，恐らく生產量も增天しただろうし， 1600年頃にそれらの親方は1550年頃よりも沢山の人
(109)

々を作業させていた。殘た多数の親方は賃金労働者の地位に陥ったし，賃金は非常に変動し易かっ 

たo だが親方数の増大か >みると親方営業権はよりよい経済的な機会を開放したといえよう》

しかし生計費の高騰のため，工業製品に当てられる所得は減少した。だが人口が増大したため 

商品への需要は増大したが， 16世紀前半と比べより廉価な工業製品が使用された。これに見合っ 

てより低いコストで生産したのが問屋制で，これはマヌファタ卜，ウァに接近していたのである。 

かくて規格統一:により集約化され，低廉にされ， しかも貧富の格差を拡げる労働，それによる加 

エ方式が普及した。前貸をうけた小親方の地位におちこんだ多くの親方は，出来高貨労働者や熟 

練のもぐり職人，もぐり商人との競争に圧迫された。大衆が所得において喪失したものを娌め合わ 

せるには，余りにも富裕な人々の数が不十分であった。手工業の大衆は貯蓄することも資産を形成 

することもできる状態にはなかぅた。 かくて1611年の貧しい市民達の行動も理解できるわけであ 

る。 ' ，

. これまで同業組合は生活共同体であったが，景気の収縮はこの虫活様式をゆるがし，丨H]屋制前贷 

という新しい労働の組織をつくりだしたが， 同業組合も18世紀の末までは消滅しなかっだのであ 

る。

4. J . A . フ ア ン . ホ ウ テ 「中世後期と近世のフランドル  

工業史における都市と農村」

アダム♦スミス以来杏典派経済学では , 工業という機能は都市の特色であり，農村が農業と牧帝に

関わるものとされた。そこから力一ル. ビュッヒヤーに代表される歴史学派はその経济発展段階論

の枠組の中に，錄業経済に対する都市経済という概念を導き出した。 しかしこれらほど非歴史的な 
, , (no)
構図は想像しえない。特に4 丨丨1丨:及び近世の工業の中心であったフランドル伯爵領には,この命题は

注（107) Staatsarchiv Niirnberg, Nurnberger BriefbUchef, Nr. 147, I ôl. 264; Ebd., Supp. vom 30. Dez. 1573.
(108). Ebd., Vorordnungen vom 10 Sept. 1576 u. Zusatz zur Plattnerordnung vom 16. Juli 1624.
(109) J. Bog, Wachstumsproblemo ，S. 83. •

(110) H. Kellenbenz, Industries rurales en Occident de la fin du moyen tg e  au XVIII° siecle, in ”Annales， 
XVIII, 1963, p. 833 ff. . ^
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全然当てはまらない，杏，それどころかそこでは非常に击くから農村社会の工業活動が同ざま：しく，

農村の工業と都市の工業の間には殆ど恒常的な分業が存在していたのである。 1

まずフラソ ドルの工業活動の最古の報道は農村地诚に關るもので屯る„ ロ一マ時代北ブランス•

フランドルの海岸地方モ .リネには都市の痕跡が無いが，そこの布は慣習的な,商品であご1名。続く力

ロリング時代にもフランドルは織物の生産地として有名であった。その製品は当時の商業にも,ま
(112)

た自家需要の充足にも役立った。

ところが10世紀以来工業活動の道心は，ガン， ブル一ジュ，イープルf  D都市へ移った。 これ 

らの都市の発生は交易の必要に規定されていたとはいえ，都市の成長に政さまざまな工業に専心す

る農村住民の都市への移住が決定的であった。1340 年頃のブル一ジュ，また数年後のガン では ,エ  
. (113)

業に従事する都市人口は非常に大きかった。そ してこの地域で'，中世の主導的な輸出工業の一つと

. して繊維工業が発達したのである。 .

この間， 即ち 12 . 1 3世紀に農村産の镰物の市場取弓丨については何ら耳にしない。 これまで荘園 

制の中での繊維工業労働により確保されていた捌け口の良い商品の生産者達が，自由な生活条件と 

対外商業との必然的な結び付きにより，もっとましな生計を約柬する都市へと移動したと推定され

る。 また都市工業の出現には， イギリスの羊毛という新しい原料への転換という現象が付随した 
(115) ■

(最古の記録1113年)。そして都市当局は間もなぐこの新しい上質の原料を都市から芮び持ち出すこ

とを禁止し，農村をこの原料の加工から完全に閉め出したので ^ | 。

そこで農村に残された道は，地元の羊毛を使用してより廉偭の織物を製造することであっナ^こ

れも取引されたとはいえ，高偭な種類の商品を指す遠隔地商業に加わる機会は農村に与えられず，

そのためには都市の手工業者が問屋制前贷の形で働いていたのである。また農民達は粗毛の加工の

ための安い不熟練労® 力を都市の工業に供給した。

従って,フランドルの大都市の繊維工業の隆盛期に農村工業は脇役の立場に押し下げられていた

注（1 1 1 ) C .  Jullian, Histoire de la Gaule, 1909し1926, 8 Bde., V, S. 240, u.VI, pp. 461—463.

(112) B. Rahwer, Der friesische Tuchhandel im fruhen Mittelalter, Diss. Kiel,* 1937. SS. 24—30; B. B. 
Guerard, Cartulaire de 1’abbaye de Saint-Bertin (Collection des Cartulaires de France, 1841)

(113) Brugge: J. dc Sniot, I/offectif des mi  1 ices burgeioaes et la population de la ville on 1340, in: Revue

Bolge de Philologie et dTIistoire — RBPH., XII, 1933 pp. 631—636, Gent: H. van ^erveke, Het bevoikinga-
cijfer van de stad Gen in de veertiende eeuw, in: Miscellanea in honorem L. van dor Essen, 1947, Bd.
1 , SS. 345-354 . t

(114) A* van de Vyver et Ch. Verlinden, hauteur et la portee du „ConflictU9 Ovis et Lini/* in: RBPH.,
XII, 1933, pp. 5 9 -8 1 .

(115) Hermanni Monachi de Miraculis S. Mariae S.* Mariad Laudunensis^ hrsg* v. J. P. Migne, Patrologla 

Latina, CXXXVI, Spalte 975； E. Power, The Wool Trade in English History, 1941, P. 52.
(116) G. Espinas, La draperie dang la Plandre frai^aise au moyen &get 1923, Bd. II, pp. 69—70,
(117) Ibid., Bd. II, pp* 34—43. •
(118) Ibid., p p /129—137.
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.のである。だが， I 4 世紀への変り丨3 頃には， 状況は全く変化したという。 この変化を理解するに 

は，当時のフラソ ドルにおける都市と農村の政治的• 経済的•社会的状態の屮に起った変動が顧慮 

されるべきである。

第一に 1Q〜1 1世紀の変り目以来の農村における人口増大は，農業経啻の細分化を結果した。 1323

—1328年のフランドル沿海地方の叛乱の後，力ッセル山での戦闘で斃れた者達の資産が.フラ'ノ ドル

伯爵により没収され’たが，ヴユールヌ，バイヨール，ベ ル グ • サン•ヴィノック管区のリストには
(119) (

農場を経営していたもの1,993人の名を挙げている。 このうち 1,632.人もの者が1 0 ゲメート， さ 
- •  ( 120)

らにその1,183人は 5 ゲメ一 トの土地しか使用していなかった。

第二に，収獲量の問題がある。 14世紀半ば以来のブルージュ近辺の収獲量をみると， 1359年か

ら 1368年にかけて，裸麦の収獲率（収獲蛩と播種量め比）は平均で6. 64 : 1 であった。この収獲が三

掘農法の下であげられたものであることを考え名と，小農民は農業労働だけでは家族を扶養するこ

とは難かしかったといえる。また賃労働を履う大農場の欠如や中世後期の農産物価格の不利な発展
(122)

なども相まって，農民達は羊毛や亜麻を加工し，市爭経済へと入りこまざるをえなくなったのである, 

このような変化は都市の輸出工業の著しい衰退と同時的に生じているのだが，その原因は多様で 

あった。

第一に商人都市貴族の没落が指摘される。その階級が領邦君主や無産の労働者との間に行った政

治抗争やフランス国王フィリップ美王とフランドル伯との戦争のため，彼等の特権的地位が失われ
(123)

たばかりか, 商品と資金の喪失も大きく，企業家から脱落したのである。さらに13世紀には他所者
' (124)

の商人がブルージュに進出し，輸出の際の利益の一部を奪った。 しかも都市工業の製品である高価
(125)

な織物の売行は困難となり，生産も衰退した。このような状況は，農村の製造業には余り，或は全

注（1 1 9 ) このうちヴュ一ルヌだけが，西フランドル（ベルギー）にあり，他は北フランスに属する。

(120) Le soul^vement de la Flandre Maritime, 1323—1328. Documents inedits. Inventaire des biens confisqu^s 
sur les Flamands morts a la bataillo do Cassel (Aoademie lioyale de Belgique. Commission Royale d’Histoire, 
hrsg. v. H. Pirenne, 1900)

(121〉 J. A. Mertens and A. E. Verhulst, Yield Ratios in Flanders in the 14th. Century, in : Economic History
Review, X IX，1966, pp. 175—182.

( 1 2 2 ) ドヴx — わ敕物価格については，M. Mestayer 編钕の Les prix du ble et dc l^voine de 1329 a 1793, in; 
Revue du Nord, XLV (1963), pp. 157—176；ヴァ.ランシェンヌのそれについては G. Sivery, Involution du 

prix du bl6 k Valenciennes aux XIVe et X V e siecles, ebda., XLVII (1965) pp. 177-194. その他 H. van 
Houtte, A. E. Verulst, C. Verlinden の文献あり。

(123) H, van Werveko, Avomes on Dampierre. Vlaanderens Vrijheindsoorlog, 1244—1305, in: Algemcne Gesch-
iednis der Ncderlanden ̂  AGN* hrsg‘ von J, A. v. Houtte uswM Bd. 2. S. 306—337; J ： Lestocquoy, Aux
originefj de la bourgeoisie^ Los villes de Flandro et d*Italio bous le gouvernement des patricicns, X l°-X V e 
siecles, 1952, p. 136—145,

(124) J, A. van Houtte, The Rise and Decline of the Market of Bruges, in: Economic History Roview, N, RM 
XrX, 1966, pp. 31—33； Ders, Bruges. Essai d'histoiro urbaine (Slg. Notre Pass6, 196?, p. 22—26,)

(125) E. Coornaert, Draperies rurales, draperies urbainca. Involution de l ’indusLrie flammando au rnoyon Ago
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く関係が無かづた。それはその生産がより単純な技術とより惡い品賀の品種に限定されていたから 

であるか，中邰 • 朿部ドイツ，ポーランド'というハンザの向背地，バルト海沿岸やス.ペインが，.フ 

ランドルの小都市や農村の中(立又は低位の品種を大量に購入したので‘ る̂ フランドルの大都市は, 

自己の状態悪化の結果起った農村工業の進展を，そめ原因と取り逢え> 都市の禁制圏内で繊維工業 

を営むこ•とを禁止した。

さて都市の衰退の原因として第二に考えられるのはv 同 業 組 合 （ツンブト） の態度である。1302

年のッンフト闘争の勝利以後，ツンフトの手工業者達は都市行政への参加を実邊これにより货

，金の切下げは激しい抵抗に出会うこととなり，このため都市手工業の競争力は改善されえなかった•

また厳しい品質維持の諸規定を保持していた都市ッンフト及び都市当局は，都市手: C業の危機を恥

質低下の商品の出現にあると誤認し，品質堅持の政策以上の適応策をとらなかご2忍。

第三の原因として考えられるのは，歷g の点で都市と農村の間に存在する相遠があげられる。こ

れは，中世後期の一般的経済発展とめ関連においてこれまで余り研究されなかった分野でぷ3̂ 。特

，に農村における課税は史料不足のため，まだ不明のままで，仮説の余地しかないふだが，農村での

.課税が，主 に B e d eとI 、われる財産税’に限定されており，控え目のものであったと推定しても間違 
0 3 1 )

V ではなかろう。 この租税の課税基準は固矩されており，例えばガン， ブルージュ， イープルの三

(132)
都市が総額の40 % を支払う義務を負っていた。さらにフランドルでは荘園領主制の諸負担が早く 

，からなくなっていたか，実質的な意味で下っていたので表|。

et au X VI。sidcle, in: Revue Beige de Philologie et d，Histoire, XXVIII, 1950, p. 64 f.； H. van Werveke, 

De Omvang van de Ieperse lakenproductie in de veertiende equw (Mededelingen van de Koninklijke 
V]aamse Academic voor Wetenschappen, Letteren en Schone Kunsten van Belgie, Klasse der Letteren, 
IX, H. 2 , 1947.

注（126) 繊維製品については，B. Fr. Renken, Der Handel der K6nigsbcr脚  GroBschafferei des Deutschen Ordens 
mit Flandern um 1400(Abhandlungen zur Handels- und Seegeschichte, hrsg. v. Fr. Rorig u. w. V o g e l,V ,1937, 
SS. 109—132; F. Melis, Mecanti-Imprenditori in Fiandra alia fine del 300, in: Economia e Storia, Jg. 
1958, p. 144—161. '

.(127〉 H. Pirenne, Les anciennes d6mocraties d(5s Pays-Bas, neugedruckt in: Les villes et les institutions urbainea, 
1939，B d . 1 , p. 253; Coornaert op. cit., p. 72.

(128) Pirenne, Ibid. p. 2 4 1 IT.

.(129) II. van der Wee, The Growth of the Antwerp Market and the Eunjpean Economy, 14—16 centuries 
1963, Bd. 2, p. 44 f. ’

'(130) A, H, M. Jones, Over-Taxation and the Decline of th Roman Empire, in: Antiquity* XXXIII, 1959,
* PP.； 39—43; Ch. Wilson, Taxation and the Decline of Empires; an Unfashionable Theme, in: Bijdragen 

en Mededelingen van het Historisch Genootschap, LXXVII, 1963, pp. 10—23.

v i 3 1 ) M .  Mol]at, Recherche8 sur les finances dea dues Valois de • Bourgsgne, in: Revue Historique COXIX 
'1958, p. 314. ’

(132) R. Monier, Les institutions fmanci^i-es du comt6 de Flandre du XI° sidcle a 1384, 1948, p. 24 正 に  
は，.39. 79166%. . _

'(133) F. L. Ganshof and E. E. Verhulst, Medieval Agrarian Society in. its P r im e .1 . France, the Low Countviea 
and West Germany, In ： The Cambridge Economic History of Europe from the Decline of the Roman 
Empire, 1966, p. 337； H. Pirenne. Histoire economique et sociale du moyen fige, 1963, p. 69.
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市の生産費は相対的に高かったのである。 \

だが，1 1 ジ 8 世鞀になると事情が変化する》輸出用の廉伽な大量商品が, 今や大都市の手工業名- 

の手で製造され， 彼等の居住地には1*7世紀に人ロが殖え， 農村の余剰人口をも絶えず受容できる 

ようになった。 ’

• と こ ろ で こ の 変 で あ る が ，都市の側の3I?情は変化してぃなぃ以上，農村の側に求められ 

るべきである。ここで問題となるのは，再び租税関係の祺である。1 6 世紀の半ば以来領邦君主の国 

庫が窮迫してくるに従ぃ増税が不可欠となり， ここに農村へ消“ 税を導入することとなった（1543 

年）。それ以来その'税源はフラ、ノドルの税制の恒常的な措成要素となミ4名。

ところでこの税の徴収ぼ，領邦君主より等族の速中に委託されたので，等族達特に3 大都市は税 

負担を農村に転稼しようとした。そのため農村には直接消資税以外に，粉挽税，家畜税などが新た 

に課さ;K , それもますます吊り上げられたという。さらに戦争と関速して徴発や供出も行われた^

これらの琪情が農民の生活費，従ってまた相}当程度生産費に負担をかけ，ここから都市と農村の 

経済的条件が接近することとなった。こうして1 7 世紀に'はフランドルの都市と農村は， ョ 一 ロ 、” 

ハの商iw父易の中での平等な競争者となった。この状態は産業本命の開始まで続き，この单命後，. 

都市が工業の面で優勢を回復したのであるが，機械と工場が農村へ入りこむに到り，西び都市と農 

村の接近がますます実現した。

注（143) J. Craeybeckx, Les industries d'exportation dans les villes flamandes au XVIIe sieele, particulierement 
& Gand et a Bruges, in ：Studi in onore di Amintore Fanfani, Bde. 6 ,1962.) Bd. 4.pp. 411—468.

(144) J. van Vierberghe, Het belastigungstelsel in Vlaanderen tijdens de XVe en XVII。eeuw, in Bljdragen tot 
de Gesehiedenis, N. R., VIII, 1930, SS. 1—180; J. Craeybeckx, Aper^u sur rhistoire des impots en Plandro 
et en Brabant au cours du XVI。siecles, in: Revue du Nord, XXIX, 1947, pp. 87—1 0 8 . -

(145) W. Preventer, Les Etats de Flandro depuis les origines jusqu^n 1790, in: ^tanden en Landen / AneienS 
Pays et AssembJees d’Etats, XXXIII, 1965, pp. 15—59.

(146) M. A. Arnould, L'incidence de impot sur Ids finances d'un village a l'epoque bourguignonne： Bo«ssoit-sur- 
Haine, 1400—1555, in： .Contributions a l'histoire Economique et socia le ,1 , 1962, pp. 39—105; B. H. Slicher 

von Bath, Agriculture in the Low Countries (Ca. 1600-1800), in： Comitato Internazionale di Scienzo 
^toriche, X  Congress。 Internazionale di Scienze Storieho, Roma, 4—11 settembre 1955, I V , ,1955, pp. 169— 
203. , .

—~  133 (1187) —

ず*5̂ ® ^傲 微 錄 贼 娜 雜 來 辦 挪 卿 如 細 泌 邮 辦 縱 货 織 深 傲  鑛&袋獅概驗咳娜统纖微^^爾紙獅 , 5 1 ^游3 6 ^ 3 ® ^ * ^ * 做*

： ■ '* - ' . . . ' . . 一 ■

15 . 16世紀の工業発展上の経済.社会間题

ところが，遅くとも13世紀以来行政機構を構築した都市では事情が興なる。特に大都市は14世 

紀にもなお武力で,#侯の権力に抵抗し，軍備のための支出を行い，これを消费税と度近なる借金で. 

埋め合せようとした。例えば’ ガンでは 1354年から 1362年の間に間接税の割合が28. 5% . から 

82* 2%へと上界した。 しかも’間接税の徴収には領邦君主へ適当な額を納入しなくてはならず， 1388 

年にフルージュではその割合は税収のに達した。 またブルグント（ブルゴ- ニ立) の公爵達は，一 

種の強制金融を押し付けた。これらの翦因が， くりかえし消費税の吊り上げと生計费の高騰をi た 

らしたのである。ル一ヴァンでは肉屋の親方の賃金で11乃至じ日分が，I4■世紀末の税負担であっ 

た。より下層の市民にとっては負担が一層重かったことは確実である。このような状態にあっては， 

大量の需要のためのより低廉な輸出商品を大都市で產出することは問題匕からなかった。

そこで，フ ラ ン ド ル の は ど の よ う な 状 態 で あ っ た か ？ フランドルについては 

この点の系統的研究が欠けているので， ブラバンの諸都市の例から類推しても牽 し支えな かろう。 

フフ, 、ンの諸都市は販路は限られているが，生産費が佘り高くない新しい奢侈品又は半奢侈品のエ 

業を発達させた。ところでガン市.ではこの他に穀物の貨物集散権で商業の機能を補ったのに対し， 

ブルージュはァントヮ一プに市場のへゲモニイを奪われて商業が衰退し，イ一プルでも危機に激 し 

く見舞われた。.都 市 F層民につい，ては余り良く知られていないが，. ブラ.バンの都市ルーヴアンの例:： 

では 1480年に都市人丨コの18. 3% もが生活補助を必 要 と してい長とごす。

こうした方向転換が大都市に窮乏をもたらし， これが 15世紀の政治的•社会的騒動の背景をな 

したのである。1 5丨1IJ己の第4  4 半世紀にこの混乱は頂点に達し，最終的には都市分立主義に対して 

領邦君主が勝利し，ッンフトの都市政策への参加権も破産m この時期に市当局が，ッンフトの 

と抵抗にも拘らず， 農村工業の製品を含む新しレ、工業の導入を試みたのは偶然のことではな

い》 しかし例外なしにこの種の試みは失敗した。既にのベた都市と農村の租税負担の相違のため都

* ：~ ' * '— —— -— —— ；—   .
>土（134) H. van Wervel^e, De Gentsche Stadsfmancien in de Middeleeuwen (Academic Royale de Bolgique, Class 

des Ldttres et des Sciences Morales et Politiques, Memoircs, 1934, p. 219. ’

(135) W. Prevenier, Quelquos aspects des comptes communaux en Flandre au moyen Sge, in: Finances et 
comptabilit6 urbaines du XIIP au XV。sidles. Colloque International, 6 - 9 .  I X . 1962, 1964, p. 132.

(136) Mollat, op. cit., p. 314, 317. .

(137) R. van Uytven, Stadsfinancien en stadsekemomie te Leuven van de X IP lat het einde der XVIe eeuw 

(Verhandelingen van de Koninklijke Vlaam>,e Academic voor Weten.chappen, Letteren cn Sohone Kunsten 
van Belgic, Klasse der Letteren, H_ 44t 1961.) S. 486.

(138) J. A. van Houtte, Die Stndte der Niederlande im Ubergang vom Mittelalter zur Neuzeit, in; Iiheinische 
Viejteljahrsblatter, XXVII, 1962, S. 59 f.
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X Ve siecles, 1412—1506, in VSWG, B d . 1 , SS. 1—32. ''
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